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●ウニはどうして減ってしまったのか？

―シラヒゲウニ― 

「どうして“ウニ”はいなくなったの

か？」村の人たちに時々こういう質問を

されます。特に今年になってから、3～4

人から同じ質問をされました。とてもむ

ずかしい質問で、いつもはっきりと答え

ることができないのですが、今回はその

ヒントになればよいと思い、“ウニ”に

ついてお話ししようと思います。 

ここでいう“ウニ”とは、シラヒゲウ

ニのことです。慶良間
け ら ま

の海には、その他

にもガンガゼやナガウニ、パイプウニな

ど 30 種以上のウニの仲間が住んでいます

が、食用にするのはシラヒゲウニだけで

す。直径 10cm にもなる大型のウニで、体

の色は濃い紫色のものが多く、短くて白

色の棘
とげ

をもつところからその名前がつい

たのだろうと思いますが、実際にはオレ

ンジ色や赤紫色の棘をもつものもいます。 

先日、サクバルで本当にひさしぶりに

シラヒゲウニを見つけました。最初にも

書きましたが、今、このウニはとても少

なくて、この 7 年間で 20 匹くらいしか見

ていません。しかも、その内の 10 匹以上

は阿嘉港や新港の中で見つけたものです

から、外側の海に少ないのは間違いあり

ません。以前は「歩いたら足にささるく

らいいた」と聞きますから、相当たくさ

んいたのだと思います。では、いつ頃か

ら減ったのでしょうか。島の人に話を聞

くと 14～15 年くらい前にはたくさんいた

らしいです。そして研究所ができて間も

ない頃、今から 12～13 年くらい前でも、

それほど少なくなかったという話も聞き

ました。しかし、7 年前には、もうすっか

り少なくなっていました。ですから、こ

の 1989～1995 年くらいの間に激減
げきげん

してし

まったようです。実は、このウニの減少

は、阿嘉島だけの話ではありません。沖

縄県のシラヒゲウニの漁獲高（とれた

量）を調べてみると、1968～72 年が 600

～1400 トンで、1973～75 年が 1900～2200

トンと増加し、けれどもその翌年 1976 年

から激減
げきげん

し 1977 年以降は 200～300 トン

しかとれていません。今帰仁
な き じ ん

では 1990 年

には 60 万匹もとれたのに、それから 1995

年までは 40 万匹くらい、そして 1997 年

以降は 3～5 万匹しかとれなくなっていま

す。時期の違いはありますが、どこでも

少なくなっているのです。はっきりした

ことはわかりませんが、沖縄県の資料を

 



見ると、「とり過ぎ」が原因のように思

えます。ウニは卵などを食用にしますが、

1 匹のウニは 500 万～3000 万個の卵をも

っていると考えられ、その卵をとるとい

うことは次の世代のウニを大量にとって

いるのと同じことになります。沖縄県で

は 1973～75 年にとてもたくさんのウニが

とられましたが、そのせいで次の世代が

少なくなり、翌年以降の激減
げきげん

につながっ

たのかもしれません。けれども、阿嘉島

の場合も同じ原因でしょうか。島の人が

自分で食べるウニをとるぐらいで、それ

ほどの減少を引き起こすとは思えません。

別の理由として考えられるのは、エサの

不足です。ウニにとってよいエサは海藻

や海草で、それらの多いところでは大き

く、そしてたくさんの卵をもつウニが育

ちます。もしかしたら、慶良間
け ら ま

の海では、

この植物の量が減ったのかもしれません。

しかし、残念ながら、それを証明する資

料は見つかりませんでした。他にも、

「ウニを食べる動物が増えたため」や

「ウニの病気が発生したため」などの理

由も考えられますが、今のところ、はっ

きりした理由を挙げることができません。 

シラヒゲウニの多い海が、慶良間
け ら ま

の自

然な姿ならば、もう一度増えて欲しいも

のです。そのためには、減った原因を明

らかにしなければなりません。何か情報

をお持ちの方は、ぜひお知らせ下さい。 

●阿嘉島の海より 

－サンゴの移植－ 

 今、慶留間島の海岸沿いの道路を広げ

るための工事が行われています。ただ、

そのためには海岸を埋め立てなければな

りませんでした。でもそうなるとそこに

生きているサンゴはみんな大きな石やテ

トラポットの下敷きになって死んでしま

うことになります。サンゴは慶良間
け ら ま

で生

活する人達にとってとても大事なもので、

しかも慶良間
け ら ま

のサンゴは世界的にも大変

貴重
きちょう

なものです。そこで、埋められてし

まう前に一つでも多くのサンゴを助けよ

うと、座間味村漁協、村内のダイビング

関係者、阿嘉島臨海研究所が協力して工

事現場にあるサンゴを他の場所に移すこ

とにしました。今年の1月14日と16日に20
～30人のダイバーが工事現場の海に潜っ
てサンゴを集め、ニシハマとマジャノハ

マの沖に運びました。そして、水中ボン

ドやクギを使って一つ一つ丁寧にサンゴ

を固定していきました。かなり大変な作

業でしたが、そのかいあって移植された

サンゴは今でも元気に生きています。こ

れから先もこのサンゴ達が元気に育って

くれるとすばらしいですね。でも本当に

すばらしいのは島に住む人達が、自分達

の海を守るために力を合わせたことでは

ないでしょうか。 
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